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入ってくるお金
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繰入金

国支出金

県支出金

町債

その他

繰越金

特別会計とは・・・特定の事業を個別で行うために会計が別々になっているお金

歳入：3億6,526万円
歳出：3億4,842万円

宅地造成事業

歳入：656万円
歳出：303万円

介護保険
（介護サービス事業勘定）

歳入：1億7,569万円
歳出：1億7,025万円

農業集落排水事業

歳入：15億4,486万円
歳出：14億   431万円

歳入：2億8,629万円
歳出：2億7,914万円

公共下水道事業

歳入：1億7,910万円
歳出：1億7,474万円

後期高齢者医療

歳入：5,761万円
歳出：5,163万円

芳賀工業団地
排水処理センター

歳入：18億7,714万円
歳出：18億   538万円

国民健康保険

翌年度に繰り越して使うお金（繰越明許費）

LRT整備や道路の修理、
市街化整備など工事に

使うお金

高齢者や障がい者、
児童福祉のために使うお金

町の行政全体の事務、
職員の給与などに使うお金

教育に関する経費に使うお金
（小・中学校、生涯学習等）

農林業の振興、
農、林道の整備などに使うお金

検診費などに使うお金

災害対策などに使うお金

商工業や観光の振興などに使うお金

借金を返すお金

議会運営などに使うお金

その他使うお金

※札束の比率はおおまかなもので正確なものではありません。

一般会計と特別会計の使わなかったお金6億9,283万円は翌年度に繰り越します。

土木費

民生費

総務費

教育費

農林水産業費

衛生費

消防費

商工費

議会費

その他

公債費

芳賀町は7つの
事業で分かれているよ。

令和2年度
特別会計決算 介護保険

（保険事業勘定）

芳 賀 町 の お 金

令和2年度末の町債（借入金）と基金（貯金）の状況（一般会計分）

わかりやすく!

令和2年度　一般会計決算
決 算 審 査
監 査 委 員 意 見

▲樋田貞夫代表監査委員 ▲小林一男監査委員

　本町の財政は、令和2年度も健全に運営されており、各種事業等歳出についても、計数的な過誤もなく適
切で誠実な執行が行われていると認識いたしました。
　また、令和2年度は第6次芳賀町振興計画の中期基本計画1年目と第2期芳賀町まち・ひと・しごと創生総
合戦略における、重点施策について事業内容等を確認した結果、概ね計画どおり良好に執行されておりま
した。
　本町の令和2年度単年度財政力指数は1.049、健全化判断比率におきましては、実質公債費比率1.8％、
その他の判断比率は該当なし。資金不足比率も該当はありません。なお、一般会計自主財源比率は50.5％
です。
　財政の根幹をなす町税については、新型コロナウイルス感染症による世界的な経済低迷の影響を受け工
業団地立地企業の業績低下と法人町民税の税制改正により、昨年度に比べて約2億219万円の多額の減収
となり、46億6,512万円・対前年比4.2％の減となりました。
　一方、借入金である地方債の残高は、一般会計と2つの特別会計（農業集落排水・公共下水道）を合わせて
約49億7,785万円です。特別会計は年々計画的な減少が見られておりますが、LRT整備事業の進展に伴い
一般会計の地方債が増額したため町債が増えております。LRT沿線では整備進展により開業への期待の高
まりから新規不動産投資が盛んになり、路線価格の値上がりも見られています。今後も健全財政を堅持さ
れた町政経営を進めて頂きたいと思います。
　令和2年度も普通交付税の不交付団体になりましたが、LRT整備事業計画の見直しによる影響や、芳賀第
2工業団地造成・土地改良事業等の進行などによって、今後も歳出の増加が続くと思われるとともに、新型
コロナウイルス感染症により、長期の経済的な景気低迷が憂慮されます。引き続き町税収入をはじめとする
歳入の確保に最大限努めて、長期的な視
点に立った財政運営を図っていただくと
ともに、人口減少化時代において定住人
口の増加と不動産価値を高めた、魅力あ
ふれる住宅地が形成された成功事例の
『祖陽が丘』に倣って、活気あふれるまち
づくりに邁進されるよう望みます。

※令和3年度4月1日の人口15,577人で算出。
　千円未満は四捨五入。

一般会計とは・・・町の運営をする基本的なお金

町債残高
26億2,240万1千円

約16万8千円
町民一人あたり

基金残高
28億6,431万4千円

約18万4千円
町民一人あたり

▲現地調査（稲毛田地区ほ場） ▲書類審査（商工観光課）

46億6,512万円

3億5,026万円

5億1,727万円

33億1,032万円

9億188万円

8億5,277万円

12億3,807万円

8億540万円
3億5,563万円

32億5,069万円

21億5,707万円

31億1,065万円

10億8,257万円

5億9,208万円

4億7,121万円

3億841万円

4億466万円

3億7,510万円

9,330万円

250万円

入ってきたお金 使ったお金

126億4,109万円 118億4,824万円
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翌年度に繰り越して使うお金（繰越明許費）
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250万円
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主な審査の内容
町内各自主防災組織にコロナ対策セットを配布　520万円

総　務
常任委員会

　総務・教育民生・産業建設常任委員会は9月8日から9月10日まで、令和2年度一般
会計及び特別会計決算の書類審査と現地調査を行いました。
　各委員会は、9月14日の本会議において意見を付して決算を認定しました。

　町総合防災訓練において、消毒液、検温計、段ボールパーティション等を各自主防災組織に配布しました。

消防センター改修工事　759万円
　2－1（下高根沢南部）、2－2（下高根沢北部）の2か所の改修工事を行いました。平成28年度から計画的
に実施し、令和3年度で町内全ての消防センターの改修が完了する見込みです。

委 員 長　　岡田　年弘
副委員長　　山口　菊一郎
委　　員　　大根田　弘
委　　員　　小林　俊夫

付託内容 一般会計中、他の常任委員会の所属に属さないすべての歳入歳出
書類審査（9月9日） 総務課、企画課、税務課、会計課、議会事務局、監査委員事務局
現地調査（9月10日） 役場屋上、消防センター（2－2）、旧芳志戸小学校

教育民生
常任委員会

委 員 長　　石川　保
副委員長　　中村　由美子
委　　員　　小林　隆志
委　　員　　岩村　治雄
委　　員　　大根田　周平

▲旧芳志戸小学校にある備蓄品を現地調査 ▲配布したダンボールパーティション

▲改修工事が完了した2-2の現地調査 ▲改修工事が完了した2-1

主な審査の内容
学校ICT推進費　1億5,841万円
　令和2年度は、国の「GIGAスクール構想」の実現に向けて、町内小中学校の全児童生徒用と予備機を含め
1，300台の学習用タブレット端末を購入しました。また、教室の通信環境整備のためのネットワーク工事や
電子黒板65台を整備しました。
　また、教職員向けの研修会やICTを使った授業の支援を行いました。

保健センター空調機設置工事　820万円
　2階の検診ホールと保健指導室等の空調機を新しくしました。

付託内容 一般会計中、教育民生常任委員会の所管に属する歳入歳出
　 国民健康保険特別会計歳入歳出
　 後期高齢者医療特別会計歳入歳出
　 介護保険特別会計歳入歳出
書類審査（9月8日、9日） 住民課、環境対策課、健康福祉課、子育て支援課、学校教育課、生涯学習課
現地調査（9月10日） 芳賀南小学校、芳賀東小学校、給部（大規模森林伐採地）

タブレットを児童生徒1人1台配備したが、授業はどのように進めているのか。
電子黒板とタブレットを使いながら、授業を行っています。教師用デジタル教科書は全教科使用しています。
電子黒板はパソコンと繋がっているのか。
パソコンやタブレットの画像を電子黒板に映すことができます。電子黒板は全普通教室に設置されてお
り、ほとんどの授業で使っています。
社会科などでは効果が高いと言われているが。
社会科では、行ったことがない世界の建物や風景などを見ることができるので、子ども達は非常に興味
を示しています。

問
答
問
答

問
答

認
定

▲書類審査（総務課）

▲書類審査（健康福祉課）

▲新しくなった空調機（保健指導室）

▲ICTを使用した授業の現地調査（芳賀南小） ▲学校で使用しているタブレット端末

常任委員会決算審査
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委　　員　　岩村　治雄
委　　員　　大根田　周平

▲旧芳志戸小学校にある備蓄品を現地調査 ▲配布したダンボールパーティション

▲改修工事が完了した2-2の現地調査 ▲改修工事が完了した2-1

主な審査の内容
学校ICT推進費　1億5,841万円
　令和2年度は、国の「GIGAスクール構想」の実現に向けて、町内小中学校の全児童生徒用と予備機を含め
1，300台の学習用タブレット端末を購入しました。また、教室の通信環境整備のためのネットワーク工事や
電子黒板65台を整備しました。
　また、教職員向けの研修会やICTを使った授業の支援を行いました。

保健センター空調機設置工事　820万円
　2階の検診ホールと保健指導室等の空調機を新しくしました。

付託内容 一般会計中、教育民生常任委員会の所管に属する歳入歳出
　 国民健康保険特別会計歳入歳出
　 後期高齢者医療特別会計歳入歳出
　 介護保険特別会計歳入歳出
書類審査（9月8日、9日） 住民課、環境対策課、健康福祉課、子育て支援課、学校教育課、生涯学習課
現地調査（9月10日） 芳賀南小学校、芳賀東小学校、給部（大規模森林伐採地）

タブレットを児童生徒1人1台配備したが、授業はどのように進めているのか。
電子黒板とタブレットを使いながら、授業を行っています。教師用デジタル教科書は全教科使用しています。
電子黒板はパソコンと繋がっているのか。
パソコンやタブレットの画像を電子黒板に映すことができます。電子黒板は全普通教室に設置されてお
り、ほとんどの授業で使っています。
社会科などでは効果が高いと言われているが。
社会科では、行ったことがない世界の建物や風景などを見ることができるので、子ども達は非常に興味
を示しています。

問
答
問
答

問
答

認
定

▲書類審査（総務課）

▲書類審査（健康福祉課）

▲新しくなった空調機（保健指導室）

▲ICTを使用した授業の現地調査（芳賀南小） ▲学校で使用しているタブレット端末

常任委員会決算審査
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産業建設
常任委員会

委 員 長　　江間田　信一
副委員長　　有坂　隆志
委　　員　　小林　信二
委　　員　　小林　一男
委　　員　　北條　勲

主な審査の内容

　この事業は、稲毛田地区ほ場
21.5ヘクタールの区画や農道を
整備するものです。令和2年度の施
工は主に梨団地エリアになる東側
9.6ヘクタールを実施しました。残
りの主に露地野菜エリアになる部
分は令和3年度に実施しています。

稲毛田地区ほ場整備事業　2,000万円

　この路線は、東水沼から芳賀工業団地へ通じる道路のため交通量が多
く、一部区間が狭小で通行しづらいため、現道を拡幅し2車線化する工事
を行いました。今後、第2工業団地が造成されればさらに交通量が増える
と予想されるため、この整備により渋滞緩和が期待されます。

地籍調査事業（給部地区）　2,475万円
　町では、平成24年度から地籍調査を行っています。地籍調査とは、土地
に関する戸籍調査ともいわれており、土地の所有者・地番・地目・境界・面
積について、一筆ごとに調査や測量を行います。
　令和2年度は、新規2地区（給部1、2地区）1.2㎢の基準点設置と一筆地
の境界確認を実施しました。

付託内容 一般会計中、産業建設常任委員会の所管に属する歳入歳出
　 芳賀工業団地排水処理センター特別会計歳入歳出
 公共下水道事業特別会計歳入歳出
　 農業集落排水事業特別会計歳入歳出
　 宅地造成事業特別会計歳入歳出
書類審査（9月9日） 農政課、商工観光課、建設課、都市計画課
現地調査 祖母井中央地区導水路築造工事、稲毛田ほ場整備地内、
 三日市芳賀第2工業団地線、第2工業団地整備状況、工業団地管理センター、
 工業団地排水処理センター、前久保後久保線

▲書類審査（商工観光課）

▲現地調査の様子 ▲上空から見た稲毛田地区ほ場

▲現地調査の様子

▲実施箇所図

前久保後久保線道路改良工事　2,783万円
まえ く ぼ うしろ く ぼ
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上程された議案・概要　　賛成：〇　　反対：×
※小林俊夫議員は議長のため採決には加わりません。
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議決結果

採 決 結 果
　同　意
同意案第2号 芳賀町教育委員会委員の任命について 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇―原案同意
同意案第3号 人権擁護委員の候補者の推薦について 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇―原案同意
同意案第4号 人権擁護委員の候補者の推薦について 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇―原案同意
　承　認
承認第5号 専決処分の承認を求めることについて

（芳賀町手数料条例の一部改正） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 原案承認

承認第6号 専決処分の承認を求めることについて
（令和3年度芳賀町一般会計補正予算（第3号）） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 原案承認

　報　告
報告第5号 専決処分の報告について

（損害賠償の額の決定及び和解について） ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 報告

報告第6号 公益財団法人芳賀町農業公社の経営状況説明書の提出
について ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 報告

報告第7号 芳賀町ロマン開発株式会社の経営状況説明書の提出に
ついて ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 報告

報告第8号 令和2年度健全化判断比率及び資金不足比率について ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 報告
　認　定

認定第1号

令和2年度芳賀町一般会計、芳賀町国民健康保険特別
会計、芳賀町後期高齢者医療特別会計、芳賀町介護保
険特別会計、芳賀工業団地排水処理センター特別会計、
芳賀町公共下水道事業特別会計、芳賀町農業集落排水
事業特別会計及び芳賀町宅地造成事業特別会計歳入歳
出決算認定について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 原案認定

　条例改正
議案第45号 芳賀町情報公開及び個人情報保護に関する条例の一部

改正について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 原案可決

議案第46号
芳賀町行政手続における特定の個人を識別するための
番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及
び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正につい
て

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 原案可決

議案第47号 芳賀町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例の一部改正について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 原案可決

議案第48号 芳賀町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部改正について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 原案可決

　変　更
議案第49号 芳賀町道路線の変更について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 原案可決
議案第50号 字の区域の変更について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 原案可決
　財産の取得
議案第51号 財産の取得について（T型レール（50N）の購入） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 原案可決
議案第52号 財産の取得について（芳賀中学校調理室備品の購入） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 原案可決
　補正予算
議案第53号 令和3年度芳賀町一般会計補正予算（第4号） 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇―原案可決
議案第54号 令和3年度芳賀町介護保険特別会計補正予算（第2号） 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇―原案可決

令和3年第5回定例会議案一覧

要　望
　令和3年9月定例会において、総務常任委員会に付託され、9月14日の本会議に上程し、議員全員で
可決しました。要望は意見書として、衆参両議長と関係大臣にそれぞれ送付しました。
要望名　コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方財源の充実を求める意見書の提出について
要望者　全国町村議会議長会
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